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摩擦撹拌接合（FSW）とは、先端にピンを持つ回転ツールを
回転させながら部材に挿入し、ピン周辺で発生する摩擦力で
接合部周辺を塑性流動させて接合する方法です。
一方、多くの気泡を含むポーラスメタル（発泡金属）は、軽量
で、衝撃エネルギー吸収特性、並びに防音特性に優れ、自
動車・航空宇宙・建築など様々な分野で多機能素材として注
目されています。
本研究は、FSWを利用してポーラスメタルを作成することに注
目した技術です。 図1. 摩擦撹拌接合（FSW）

図5. 高速鉄道車両（軽量・衝撃吸収）

図7. 
建材
（保温・
遮音・
軽量）

図2. FSWによる発砲アルミニウム作成

本研究では、ポーラスメタルを作成する
際にFSWを利用することで、傾斜機能

化や複合化、発泡剤レス化への容易な
展開を可能としました。

従来に比べ、単純プロセス・高速プロセ
ス・高エネルギー効率・生産環境がク
リーンといった優れた特長を利用して、
ポーラスメタルの低コスト化がはかれま
す。加えて、高機能化をも付与できるこ
とが期待できます。

図3. 傾斜機能ポーラス金属 図4. 複合ポーラス金属

図6. 建材（保温・遮音・軽量） ）
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